
(57)【要約】

【課題】保水性の向上を図り、農作物や果実の立体的栽

培と育成の効率化を可能とするとともに、作業効率の向

上、土地の有効利用と空間的演出効果を可能とする植栽

用材用具を提供する。

【解決手段】ココナツヤシの粉末を所定の硬度をもって

任意形状にブロック化して凹部１ａ，１ｂを有する第１

の植栽用材１を形成するとともに、ココナツヤシの粉末

を所定の硬度をもって任意形状にブロック化して凸部２

ａ，２ｂを有する第２の植栽用材２とを形成し、第２の

植栽用材２の凸部２ａ，２ｂを第１の植栽用材１の凹部

１ａ、１ｂに嵌合させて第１の植栽用材１と第２の植栽

用材２とを連結し、第１の植栽用材１と第２の植栽用材

２に植物を植える。

【選択図】　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
コ コ ナ ツ ヤ シ の 粉 末 を 所 定 の 硬 度 を も っ て 任 意 の 形 状 に ブ ロ ッ ク 化 し て 外 表 面 の 所 定 の 位
置 に そ れ ぞ れ 凸 部 ま た は 凹 部 の 少 な く と も 一 方 を 有 す る 複 数 個 の 植 栽 用 材 を 形 成 し 、
上 記 凸 部 を 有 す る 上 記 植 栽 用 材 の 上 記 凸 部 を 上 記 凹 部 を 有 す る 上 記 植 栽 用 材 の 凹 部 に 嵌 合
さ せ る こ と に よ り 複 数 個 の 植 栽 用 材 を 連 結 ま た は 組 み 合 せ る こ と を 特 徴 と す る 植 栽 用 材 用
具 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 植 栽 用 材 は 、 外 周 縁 を 木 製 の 枠 に 取 り 付 け て 単 一 で 植 栽 用 材 用 具 と し た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 植 栽 用 材 用 具 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 考 案 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 考 案 は 、 コ コ ナ ツ ヤ シ の 粉 末 を 植 物 栽 培 に 適 す る 硬 度 を も っ て 任 意 形 状 に ロ ッ ク 化 し
て 、 所 定 数 連 結 、 ま た は 組 み 合 わ せ て 、 園 芸 、 農 産 物 な ど の 栽 培 を 立 体 的 、 空 間 的 に 利 用
拡 大 す る こ と が で き 、 植 物 の 育 成 、 栽 培 な ど に 対 し て 総 合 的 に 利 用 価 値 を 高 め る こ と が で
き る よ う に し た 植 栽 用 材 用 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 観 葉 植 物 や 薔 薇 な ど の 各 種 草 花 の 苗 木 栽 培 な ど に 使 用 す る 植 栽 用 材 用 具 に 、 コ コ ナ
ツ ヤ シ の 粉 末 を 固 形 成 形 し た も の が 使 用 さ れ る 場 合 が あ る 。
こ の 種 の 植 栽 用 材 用 具 の 形 状 は 、 す べ て 板 状 、 マ ッ ト 状 に し た も の で あ り 、 要 す る に ２ 次
元 的 形 状 を 成 し て い る 。
こ の よ う な ２ 次 元 的 形 状 の 植 栽 用 材 用 具 は 平 面 の み 使 用 さ れ て い る か 、 あ る い は 植 木 鉢 に
植 栽 す る 際 に 植 木 鉢 の 下 部 に 入 れ て 床 状 に 使 用 し て 、 保 水 用 に 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の よ う な 従 来 の コ コ ナ ツ ヤ シ の 粉 末 を 固 形 成 形 し た 植 栽 用 材 用 具 は 、 平 面 的 使 用 が 基 本
で あ り 、 水 分 の 蒸 発 を 促 進 さ せ る こ と に な り 、 コ コ ナ ツ ヤ シ の 粉 末 が 特 徴 と す る 水 分 保 留
率 の 優 秀 さ を 生 か す こ と が で き な い 。
ま た 、 平 面 的 に 使 用 す る こ と に よ り 、 必 然 的 に 固 形 化 の 形 状 の 任 意 性 を 損 な う こ と に な る
と と も に 、 適 当 な 寸 法 値 に よ る 立 体 的 、 空 間 利 用 に つ い て の 用 途 が 制 限 さ れ る こ と に な る
。
し た が っ て 、 土 地 有 効 利 用 を 妨 げ 、 植 栽 さ れ た 農 産 物 な ど の 育 成 作 業 の 効 率 向 上 を 期 す る
こ と が で き な い な ど の 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 考 案 は 、 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 農 作 物 な ど の 立 体 的 栽 培
、 育 成 を 可 能 と す る と と も に 、 農 作 物 や 果 実 栽 培 の 作 業 効 率 の 向 上 を 可 能 と し 、 さ ら に は
、 土 地 の 有 効 利 用 、 空 間 的 演 出 効 果 の 向 上 が 屋 内 外 を 問 わ ず に 得 ら れ る 植 栽 用 材 用 具 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 こ の 考 案 の 植 栽 用 材 用 具 は 、 コ コ ナ ツ ヤ シ の 粉 末 を 所 定 の 硬
度 を も っ て 任 意 の 形 状 に ブ ロ ッ ク 化 し て 外 表 面 の 所 定 の 位 置 に そ れ ぞ れ 凸 部 ま た は 凹 部 の
少 な く と も 一 方 を 有 す る 複 数 個 の 植 栽 用 材 を 形 成 し 、 上 記 凸 部 を 有 す る 上 記 植 栽 用 材 の 上
記 凸 部 を 上 記 凹 部 を 有 す る 上 記 植 栽 用 材 の 凹 部 に 嵌 合 さ せ る こ と に よ り 複 数 個 の 植 栽 用 材
を 連 結 ま た は 組 み 合 せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 考 案 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 考 案 に よ る 植 栽 用 材 用 具 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 の 基 づ き 説 明 す る 。 図 １ は
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こ の 考 案 の 第 １ 実 施 の 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
こ の 図 １ に 示 す 第 １ 実 施 の 形 態 で は 二 つ の 植 栽 用 材 を 用 い て 植 栽 用 材 用 具 を 構 成 し て い る
場 合 を 例 示 し て い る 。
こ の 図 １ に お い て 、 コ コ ナ ツ ヤ シ の 粉 末 を 植 物 栽 培 に 適 す る 硬 度 を も っ て 任 意 形 状 、 す な
わ ち 直 方 体 状 に ブ ロ ッ ク 化 し て 第 １ の 植 栽 用 材 １ を 形 成 し て い る 。
こ の 第 １ の 植 栽 用 材 １ の 表 面 、 た と え ば 、 直 方 体 の 左 右 両 端 面 の 中 央 部 に は 、 四 角 い 凹 部
１ ａ ， １ ｂ が 第 １ の 植 栽 用 材 １ と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 こ の 第 １ の 植 栽 用 材 １ に 連 結 す る 第 ２ の 植 栽 用 材 ２ も 、 第 １ の 植 栽 用 材 １ と 同 様 に
コ コ ナ ツ ヤ シ の 粉 末 を 植 物 栽 培 に 適 す る 硬 度 を も っ て 直 方 体 状 に ブ ロ ッ ク 化 し て 形 成 さ れ
て い る 。
こ の 直 方 体 状 を な す 第 ２ の 植 栽 用 材 ２ の 左 右 両 端 面 の 中 央 部 に は 、 そ れ ぞ れ 角 柱 状 の 凸 部
２ ａ ， ２ ｂ が 第 ２ の 植 栽 用 材 ２ と が 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。
凸 部 ２ ａ ， ２ ｂ は 、 第 １ の 植 栽 用 材 １ の 両 端 面 に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ａ ， １ ｂ に 着 脱 可 能 に
嵌 合 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
す な わ ち 、 第 １ の 植 栽 用 材 １ に 第 ２ の 植 栽 用 材 ２ を 連 結 し て 使 用 す る 場 合 に は 、 第 ２ の 植
栽 用 材 ２ の 凸 部 ２ ａ ， ２ ｂ の い ず れ か 一 方 を 第 １ の 植 栽 用 具 １ の 凹 部 １ ａ ， １ ｂ の い ず れ
か 一 方 に 嵌 合 さ せ て 、 第 １ の 植 栽 用 材 １ と 第 ２ の 植 栽 用 材 ２ と を 連 結 さ せ る 。
こ の 第 １ の 植 栽 用 材 １ と 第 ２ の 植 栽 用 材 ２ の 両 者 を 連 結 さ せ た 状 態 で 、 所 定 の 草 花 、 苗 木
、 農 作 物 な ど を 植 栽 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ２ は こ の 第 １ 実 施 の 形 態 に よ る 植 栽 用 材 用 具 の 使 用 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。 こ の 図 ２ か
ら も 明 ら か な よ う に 、 建 造 物 の 外 構 、 す な わ ち 住 宅 用 の 観 音 開 き の 形 態 を な す 門 扉 ３ の 両
側 に 積 み 重 ね ら れ た １ 対 の コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク に よ る 門 柱 ４ ａ ， ４ ｂ の 一 方 の 上 面 （ 図
２ で は 、 門 柱 ４ ｂ の 上 面 ） に 植 栽 用 材 用 具 を 直 立 さ せ て い る 状 態 を 示 し て い る 。
す な わ ち 、 第 １ の 植 栽 用 材 １ の 一 方 の 凹 部 １ ａ に 第 ２ の 植 栽 用 具 ２ の 凸 部 ２ ａ を 嵌 合 さ せ
る と と も に 、 第 １ の 植 栽 用 材 １ の 他 方 の 凹 部 １ ｂ に 第 ２ の 植 栽 用 具 ２ （ ２ 個 目 の 第 ２ の 植
栽 用 材 ２ ） の 凸 部 ２ ｂ を 嵌 合 さ せ る こ と に よ り ３ 個 連 結 し て 直 立 さ せ た 植 栽 用 材 用 具 と し
て 使 用 し て い る 。
こ の 場 合 、 下 側 の 第 ２ の 植 栽 用 材 ２ に 設 け ら れ て い る 凸 部 ２ ａ は 、 門 柱 ４ ｂ の 上 面 に あ ら
か じ め 形 成 さ れ た 凹 部 （ 図 示 せ ず ） に 嵌 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う に し て 、 １ 個 の 第 １ の 植 栽 用 材 １ の 両 端 に ２ 個 の 第 ２ の 植 栽 用 材 ２ を 縦 方 向 に 連
結 し た 状 態 の 植 栽 用 材 用 具 を 門 柱 ４ ｂ の 上 面 に 直 立 さ せ て 、 植 栽 用 材 用 具 に 薔 薇 な ど の 所
定 の 植 物 ５ を 植 栽 す る 。
植 栽 用 材 用 具 に 植 栽 さ れ た 草 花 、 苗 木 な ど に 給 水 す る 場 合 に 、 植 栽 用 材 用 具 は 複 数 個 （ 図
２ の 例 で は ３ 個 ） さ れ て い る の で 、 全 体 の 体 積 が 増 大 し 、 し か も 平 面 的 で は な く 立 体 的 で
あ る か ら 、 植 栽 用 材 用 具 に 含 浸 さ れ た 水 分 は 蒸 発 し 難 く 、 長 時 間 に 亘 っ て 植 栽 用 材 用 具 が
湿 潤 さ れ た 状 態 を 保 持 す る 。
つ ま り 、 コ コ ナ ツ ヤ シ 固 有 の 保 水 作 用 と 相 俟 っ て 立 体 化 に よ る 植 栽 用 材 用 具 の 体 積 の 増 大
化 と の 相 乗 効 果 に よ り 、 保 水 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
し た が っ て 、 栽 培 の 作 業 効 率 の 向 上 と 、 育 成 の 容 易 化 が 可 能 と な る 。 ま た 、 直 立 さ せ て 植
栽 用 材 用 具 を 使 用 し て い る か ら 空 間 的 に 利 用 す る こ と が で き 、 空 間 に 植 栽 し て い る か ら 、
草 花 、 植 物 な ど の 空 間 の 色 彩 的 演 出 効 果 が 可 能 と な る 。
こ の 図 ２ に 示 す 場 合 に は 、 門 柱 に 適 用 す る 場 合 を 例 示 し て い る が 、 温 室 、 ビ ニ ー ル ハ ウ ス
な ど の 園 芸 場 に お い て は 、 そ の 壁 面 に 柵 な ど を 張 り 巡 ら し て 、 上 記 の 凹 部 １ ａ ． １ ｂ あ る
い は 凸 部 ２ ａ ， ２ ｂ を 嵌 合 す る 凹 部 を 設 け て お け ば 、 多 数 の 第 １ の 植 栽 用 材 １ 、 第 ２ の 植
栽 用 材 ２ を 連 結 さ せ る と と も に 、 第 ２ の 植 栽 用 材 ２ の 凸 部 ２ ａ ま た は ２ ｂ を 凹 部 に 嵌 合 さ
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せ 、 第 １ の 植 栽 用 材 １ 、 第 ２ の 植 栽 用 材 ２ に 農 作 物 、 果 物 栽 培 な ど の 苗 木 な ど を 植 栽 す る
よ う に 適 用 し た 場 合 で は 、 上 記 の 保 水 効 果 に よ る 給 水 作 業 の 回 数 削 減 を 可 能 と し 、 作 業 性
の 向 上 、 生 産 性 の 向 上 、 空 間 の 効 率 的 利 用 が 期 待 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
な お 、 上 記 第 １ 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 植 栽 用 材 １ 、 第 ２ の 植 栽 用 材 ２ は そ れ ぞ れ 直 方 体
状 の 形 状 を 有 す る 場 合 に つ い て 例 示 し た が 、 こ の 考 案 は 特 に 形 状 に つ い て は 限 定 す る も の
で は な く 、 た と え ば 、 三 角 錐 な ど の 各 種 の 形 状 を 有 す る も の で よ い 。
さ ら に 、 上 記 の 凸 部 ２ ａ ， ２ ｂ の 形 状 も 円 錐 状 、 円 柱 状 、 な ど 任 意 の 形 状 で よ く 、 こ れ ら
の 凸 部 ２ ａ ， ２ ｂ が 凹 部 に 着 脱 可 能 に 嵌 合 で き る よ う に 凹 部 １ ａ ， １ ｂ の 形 状 も 凸 部 ２ ａ
， ２ ｂ の 形 状 に 合 わ せ て 形 成 す れ ば よ い 。
ま た 、 凹 部 １ ａ ， １ ｂ 、 凸 部 ２ ａ 、 ２ ｂ は そ れ ぞ れ 複 数 個 形 成 し て も 良 い こ と は 自 明 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ３ は 、 こ の 考 案 の 第 ２ 実 施 の 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 こ の 第 ２ 実 施 の 形 態 で は 、 第 ２
の 植 栽 用 材 ２ と し て 、 コ コ ナ ツ ヤ シ の 粉 体 を 植 栽 に 好 適 な よ う に 、 適 度 の 硬 度 を も っ て 「
Ｌ 」 字 型 の 角 柱 状 に 形 成 し 、 そ の 両 端 に 円 錐 状 の 凸 部 ２ ａ ， ２ ｂ を 一 体 的 に 形 成 す る と と
も に 、 第 １ の 植 栽 用 材 １ も コ コ ナ ツ ヤ シ の 粉 体 で 植 栽 に 好 適 な よ う に 、 適 度 の 硬 度 を も っ
て 「 Ｌ 」 字 型 の 角 柱 状 に 形 成 し 、 そ の 両 端 に 凸 部 ２ ａ ， ２ ｂ の 形 状 に 合 致 す る よ う に 凹 部
１ ａ ， １ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
か く し て 、 第 １ の 植 栽 用 材 １ と 第 ２ の 植 栽 用 材 ２ と に よ り 植 裁 用 材 用 具 を 構 成 し て い る 。
こ の 第 ２ 実 施 の 形 態 の 場 合 も 第 １ の 植 栽 用 材 １ の 凹 部 １ ａ ， １ ｂ の い ず れ か に 、 第 ２ の 植
栽 用 材 ２ の 凸 部 ２ ａ ， ２ ｂ の ど ち ら か を 嵌 合 す る こ と に よ り 、 第 １ の 植 栽 用 材 １ と 第 ２ の
植 栽 用 材 ２ と を 連 結 す る こ と が で き 、 上 記 第 １ 実 施 の 形 態 の 場 合 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ４ は こ の 考 案 に よ る 植 栽 溶 剤 用 具 の 第 ３ 実 施 の 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 こ の 第 ３ 実 施
の 形 態 で は 、 コ コ ナ ツ ヤ シ の 粉 体 を 植 栽 に 好 適 な よ う に 、 適 度 の 硬 度 を も っ て 円 柱 状 に 形
成 し 、 さ ら に 半 円 形 に 変 形 し て 植 栽 用 材 ６ と し た も の で あ る 。
こ の 場 合 の 植 栽 用 材 ６ は 、 そ の 一 方 の 端 面 の 中 央 部 に 円 錐 状 の 凸 部 ６ ａ を 形 成 し 、 他 方 の
端 面 に は 、 こ の 凸 部 ６ ａ の 形 状 に 適 合 す る 形 状 の 凹 部 ６ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
図 ４ で は 、 １ 個 の 植 栽 用 材 ６ の み が 示 さ れ て い る が 、 実 際 に 使 用 す る 場 合 に は 、 こ の 植 栽
用 材 ６ と 同 一 形 状 の も の を 複 数 個 、 た と え ば 、 簡 単 な 場 合 ２ 個 用 意 し 、 一 方 の 植 栽 用 材 ６
の 凸 部 ６ ａ を 他 方 の 植 栽 用 材 ６ の 凹 部 ６ ｂ に 嵌 合 し て 、 ２ 個 結 合 さ せ て 上 記 第 １ 実 施 の 形
態 の 場 合 と 同 様 の 要 領 で 使 用 す る 。
ま た 、 場 合 に よ っ て は 、 上 記 の 第 １ の 植 栽 用 材 １ 、 第 ２ の 植 栽 用 材 ２ と を 適 宜 組 み 合 せ て
も よ い 。
こ の 第 ３ 実 施 の 形 態 の 場 合 も 第 １ 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ５ は 、 こ の 考 案 に よ る 植 栽 用 材 用 具 の 第 ４ 実 施 の 形 態 を ア ー チ 型 門 柱 に 使 用 し た 場 合 を
示 す 斜 示 図 で あ る 。
こ の 第 ４ 実 施 の 形 態 で は 、 上 記 各 実 施 の 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 コ コ ナ ツ ヤ シ の 粉 末 で 植 栽
に 好 適 な 硬 度 で 球 状 に 形 成 さ れ て お り 、 例 え ば 、 第 １ の 植 栽 用 材 ７ 、 第 ２ の 植 栽 用 材 ８ は
と も に 同 一 形 状 で あ る 。
ま た 、 こ れ ら の 第 １ の 植 栽 用 材 ７ 、 第 ２ の 植 栽 用 材 ８ の そ れ ぞ れ の 所 定 の 表 面 に は 、 円 錐
状 の 凸 部 ７ ａ ， ８ ａ が 任 意 の 個 数 形 成 さ れ て い る と と も に 、 図 示 さ れ て い な い が 、 こ れ ら
の 凸 部 ７ ａ ， ８ ａ に 対 応 す る 形 状 の 凹 部 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 凹 部 に 凸 部 ７ ａ ま た は ８
ａ を 嵌 合 す る こ と に よ り 第 １ の 植 栽 用 材 ７ 、 第 ２ の 植 栽 用 材 ８ を 連 結 す る こ と が で き る よ
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ５ の 場 合 は 、 さ ら に こ の 二 つ の 第 １ の 植 栽 用 材 ７ 、 第 ２ の 植 栽 用 材 ８ の 凸 部 ７ ａ ， ８ ａ

10

20

30

40

50

(4) JP 3097687 U 2004.2.5



を ア ー チ 型 門 柱 ９ の 所 定 位 置 に 嵌 合 さ せ て 、 ア ー チ 型 門 柱 ９ に 固 定 し て い る 場 合 を 示 し て
い る 。
第 １ の 植 栽 用 材 ７ 、 第 ２ の 植 栽 用 材 ８ に は 、 薔 薇 の 苗 木 な ど を 植 え る こ と に よ り 、 ア ー チ
型 門 柱 ９ を 薔 薇 で 飾 る こ と が で き る よ う に し て い る 。
ア ー チ 型 門 柱 ９ の 下 部 の 内 面 に は 、 観 音 開 き の 門 扉 １ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の よ う
な ア ー チ 型 門 柱 ９ に こ の 考 案 を 適 用 す る こ と に よ り 、 上 記 各 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得
る こ た が で き 、 特 に 、 空 間 の 有 効 利 用 と 、 色 彩 的 に も 美 観 を 呈 し 、 装 飾 的 演 出 効 果 が 得 ら
れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 こ の 考 案 に よ る 第 ５ 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 第 ５ 実 施 の 形 態 の 場 合 は 、
家 屋 な ど の 建 造 物 の 外 構 と し て 、 す な わ ち 生 垣 な ど に 適 用 す る 場 合 に 好 適 な 例 を 示 し て い
る 。
図 ６ は こ の 第 ５ 実 施 の 形 態 を 生 垣 に 適 用 し た 場 合 の 斜 示 図 で あ る 。 図 ６ に お い て 、 あ ら か
じ め コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク １ １ ａ ～ １ １ ｂ ｄ を 一 列 に 配 置 し て 、 セ メ ン ト で 地 面 の 表 面 上
に 固 定 し て お く 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク １ １ ａ ～ １ １ ｂ ｄ の 上 面 の 所 定 位 置 に 凹 部 （ 図 示 せ ず ） を 設
け て お く 。
こ の 凹 部 は 、 通 常 の コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク １ １ ａ ～ １ １ ｄ に 形 成 さ れ て い る 貫 通 し た 孔 を
利 用 す れ ば よ く 、 こ の 孔 に 所 定 量 の セ メ ン ト を 充 填 す る こ と に よ り 、 容 易 に 凹 部 を 形 成 す
る こ と が で き る 。
さ ら に 、 た と え ば 、 木 製 な ど に よ る 上 枠 １ ２ も あ ら か じ め 用 意 し て お く 。 上 枠 １ ２ の 下 面
に は 、 １ 列 に 所 定 間 隔 で 複 数 の 凹 部 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 し て お く 。
上 枠 １ ２ は コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク １ １ ａ ～ １ １ ｄ 上 に 植 設 さ れ る 植 栽 用 材 を 固 定 す る た め
の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 こ の 植 栽 用 材 に つ い て 説 明 す る 。 図 ６ で 示 す 実 施 の 形 態 で は 、 植 栽 用 材 用 具 は 、 ４
個 の 植 栽 用 材 １ ３ ～ １ ６ を 一 列 に 連 結 し た 場 合 を 示 し て い る 。
こ れ ら の 植 栽 用 材 １ ３ ～ １ ６ も 上 記 各 実 施 の 形 態 で 述 べ た の と 同 様 に 、 コ コ ナ ツ ヤ シ の 粉
末 を 植 物 の 植 栽 に 好 適 な 硬 度 を 有 す る よ う に 、 肉 厚 の 長 方 形 の 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。
植 栽 用 材 １ ３ ～ １ ６ の 上 端 面 に は 、 そ れ ぞ れ 複 数 の 円 錐 状 の 凸 部 １ ３ ａ ， １ ４ ａ ， １ ５ ａ
， １ ６ ａ が 植 栽 用 材 １ ３ ～ １ ６ の そ れ ぞ れ と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。
こ れ ら の 各 凸 部 １ ３ ａ ， １ ４ ａ ， １ ５ ａ ， １ ６ ａ は 、 上 記 上 枠 １ ２ の 凹 部 に 嵌 合 さ せ る た
め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
同 様 に 、 植 栽 用 材 １ ３ ～ １ ６ の そ れ ぞ れ の 下 端 面 に も 複 数 の 円 錐 状 の 凸 部 １ ３ ｂ ， １ ４ ｂ
， １ ５ ｂ ， １ ６ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
各 凸 部 １ ３ ｂ ， １ ４ ｂ ， １ ５ ｂ ， １ ６ ｂ は そ れ ぞ れ 上 記 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク １ １ ａ ～ １
１ ｄ の 上 面 に 形 成 さ れ て い る 凹 部 に 嵌 合 す る た め の も の で あ る 。
植 栽 用 材 １ ３ ～ １ ５ の 一 方 の 側 面 （ 図 ６ の 右 側 の 側 面 ） に は 、 そ れ ぞ れ 複 数 の 凸 部 １ ３ ｃ
， １ ４ ｃ ， １ ５ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
植 栽 用 材 １ ４ ～ １ ６ の 他 方 の 側 面 （ 図 ６ の 左 側 の 側 面 ） に は 、 そ れ ぞ れ 複 数 の 凹 部 （ 図 示
せ ず ） が 形 成 さ れ て い る 。
こ れ ら の 各 凹 部 は 、 上 記 凸 部 １ ３ ｃ ， １ ４ ｃ ， １ ５ ｃ を 嵌 合 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
植 栽 用 材 １ ３ ～ １ ６ の 下 端 面 側 の 各 凸 部 １ ３ ａ ～ １ ６ ａ は 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク １ １ ａ
～ １ １ ｄ の 上 面 に 形 成 さ れ て い る 凹 部 に 嵌 合 さ せ る と と も に 、 植 栽 用 材 １ ３ ～ １ ５ の 右 側
の 側 面 に 形 成 さ れ て い 凸 部 １ ３ ｃ ～ １ ５ ｃ を 植 栽 用 材 １ ４ ～ １ ６ の 左 側 の 側 面 に 形 成 さ れ
て い る 凹 部 に 嵌 合 さ せ る 。
さ ら に 、 植 栽 用 材 １ ３ ～ １ ６ の の 上 端 面 に 形 成 さ れ て い る 凸 部 １ ３ ｂ ～ １ ６ ｂ を そ れ ぞ れ
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上 枠 １ ２ の 下 面 側 に 形 成 さ れ て い る 凹 部 に 嵌 合 さ せ る 。
か く し て 、 ４ 個 の 植 栽 用 材 １ ３ ～ １ ６ が 横 一 列 に 連 結 さ れ 、 し か も コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク
１ １ ａ ～ １ １ ｄ と 上 枠 １ ２ と の 間 に 固 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 塀 垣 の 形 態 を 整 え る こ と に な
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 い で 、 こ の よ う に コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク １ １ ａ ～ １ １ ｄ と 上 枠 １ ２ と の 間 に 固 定 さ れ た
４ 個 の 植 栽 用 材 １ ３ ～ １ ６ の 全 面 に 蔦 、 苺 、 薔 薇 な ど の 蔓 状 の 植 物 １ ７ を 植 え 付 け る こ と
に よ り 、 全 体 と し て 生 垣 の 形 態 を 成 す こ と に な り 、 土 地 の 有 効 利 用 に 加 え て 園 芸 、 外 構 な
ど の 演 出 効 果 が 得 ら れ る 。
し か も 、 こ の 場 合 、 ４ 個 の 植 栽 用 材 １ ３ ～ １ ６ が 連 結 し て い る か ら 、 全 体 的 に 体 積 が ４ 倍
と な る と と も に 、 全 面 に 蔓 性 の 植 物 が 植 え ら れ て い る か ら 、 ４ 個 の 植 栽 用 材 １ ３ ～ １ ６ の
表 面 を 覆 う こ と に な り 、 こ れ ら の 植 物 で 直 斜 日 光 を 遮 り 、 保 水 性 が 格 段 に 向 上 し 、 給 水 作
業 の 回 数 を 削 減 で き 、 栽 培 作 業 能 率 の 向 上 、 栽 培 育 成 の 向 上 を 期 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 こ の 考 案 に よ る 第 ６ 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ は こ の 第 ６ 実 施 の 形 態 を 示
す 斜 示 図 で あ る 。
こ の 第 ６ 実 施 の 形 態 の 場 合 は 、 植 栽 用 材 １ ８ の が 外 周 縁 を 木 製 で 方 形 の 枠 １ ９ に 嵌 め 込 ん
で セ ッ ト も の と し た 植 栽 用 材 用 具 ２ ０ の 場 合 を 示 し て い る 。
す な わ ち 、 植 栽 用 材 １ ８ は 上 記 各 実 施 の 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 コ コ ナ ツ ヤ シ の 粉 末 を 適 度
の 硬 度 を 有 す る よ う に し て 四 角 い 厚 板 状 に 固 形 化 し 、 そ の 外 周 縁 に 複 数 個 の 凸 部 （ 図 示 せ
ず ） を 設 け 、 こ れ ら の 凸 部 を 枠 １ ９ の 内 周 面 に 形 成 さ れ た 凹 部 （ 図 示 せ ず ） に 嵌 合 す る こ
と に よ り 枠 １ ９ に 固 定 し 、 単 一 で 植 栽 用 材 用 具 ２ ０ の セ ッ ト も の と し た も の で あ る 。
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 複 数 の 植 栽 用 材 用 具 ２ ０ を 任 意 の 組 み 込 み が 可 能 と な る
。
な お 、 こ の 考 案 は 、 上 述 し 、 図 面 に 示 す 実 施 の 形 態 に の み 限 定 さ れ る こ と な く 、 そ の 要 旨
を 変 更 し な い 範 囲 内 で 種 々 変 形 し て 実 施 す る こ が で き る の は 、 い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 考 案 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 こ の 考 案 に よ れ ば 、 コ コ ナ ツ ヤ シ の 粉 末 を 所 定 の 硬 度 を も っ て 任 意 の 形 状
に ブ ロ ッ ク 化 し て 外 表 面 の 所 定 の 位 置 に そ れ ぞ れ 凸 部 ま た は 凹 部 の 少 な く と も 一 方 を 有 す
る 複 数 個 の 植 栽 用 材 を 形 成 し 、 凸 部 を 有 す る 植 栽 用 材 の 凸 部 を 凹 部 を 有 す る 植 栽 用 材 の 凹
部 に 嵌 合 さ せ る こ と に よ り 複 数 個 の 植 栽 用 材 を 連 結 ま た は 組 み 合 せ る よ う に し た の で 、 植
物 の 立 体 的 栽 培 、 育 成 お よ び 植 栽 を 可 能 と す る と と も に 、 給 水 作 業 の 回 数 の 削 減 化 に と も
な い 、 農 作 物 や 果 実 栽 培 の 作 業 効 率 の 向 上 を 可 能 と し 、 さ ら に は 、 土 地 の 有 効 利 用 、 空 間
的 演 出 効 果 の 向 上 が 屋 内 外 を 問 わ ず に 得 ら れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 考 案 に よ る 植 栽 用 材 用 具 の 第 １ 実 施 の 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 考 案 に よ る 植 栽 用 材 用 具 の 第 １ 実 施 の 形 態 を 門 扉 の ブ ロ ッ ク 門 柱 に 装 着 し た
状 態 を 示 す 斜 示 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 考 案 に よ る 植 栽 用 材 用 具 の 第 ２ 実 施 の 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 考 案 に よ る 植 栽 用 材 用 具 の 第 ３ 実 施 の 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 考 案 に よ る 植 栽 用 材 用 具 の 第 ４ 実 施 の 形 態 を ア ー チ 型 門 扉 の 門 柱 に 装 着 し た
状 態 を 示 す 斜 示 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 考 案 に よ る 植 栽 用 材 用 具 の 第 ５ 実 施 の 形 態 を 生 垣 に 適 用 し た 状 態 を 示 す 斜 示
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 考 案 に よ る 植 栽 用 材 用 具 の 第 ６ 実 施 の 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， ７ 　 第 １ の 植 栽 用 材
１ ａ ， １ ｂ ， ６ ｂ 　 凹 部
２ ， ８ 　 第 ２ の 植 栽 用 材

10

20

30

40

50

(6) JP 3097687 U 2004.2.5



２ ａ ， ２ ｂ ， ６ ａ ～ ８ ａ ， １ ３ ａ ～ １ ６ ａ ， １ ３ ｂ ～ １ ６ ｂ ， １ ３ ｃ ～ １ ５ ｃ 　 凸 部
３ ， １ ０ 　 門 扉
４ ａ ， ４ ｂ 　 門 柱
５ ， １ ７ 　 植 物
６ 、 １ ３ ～ １ ６ 、 １ ８ 　 植 栽 用 材
９ 　 ア ー チ 型 門 柱
１ １ ａ ～ １ １ ｄ 　 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク
１ ２ 　 上 枠
１ ９ 　 枠
２ ０ 　 植 栽 用 材 用 具 10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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